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【交通圏】
(平均
乗車密

Ｒ１
実績

Ｒ１
計画

⑦事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

⑥複数市町村を跨ぐ系統/
幹線系統としての役割

運営
主体

運行
事業者

②事業概要
①補助対象事
業者等

⑤目標・効果達成状況

④事業実施の適切性
③前回（又は類似事業）
の事業評価結果の反映

状況
収支率(％)輸送量(人)

Ｒ１
実績

Ｈ30
実績

(運行
回数)

系統名 運行区間

【計画目標指標：利用者数】
Ａ：達成
Ｂ：未達成
Ｃ：目標の半数にも満たず

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ｂ

06東海・
半田・大
府・常滑・
美浜

Ａ Ａ

利用者の約５人に１人が市町を跨
いでの利用となっており、広域的な
路線の役割を果たしていると考えら
れる。
主に大府市にある長寿医療研究セ
ンターや農協関連複合施設（げんき
の郷）の利用に使われている。

《広域的・幹線的系統》
知多乗合（大府循環線）

高齢者の利用が多いため、若
年層にもっと利用してもらえる
よう、町のイベントなどでう・ら・
らのＰＲをより積極的に行って
いくとともに、利便性を高める
施策を実施していく必要があ
る。
また、数年後には小学生の通
学利用が減っていく可能性が
高いため、通学利用者以外の
住民の利用促進を図っていく
必要がある。

前年と比べ利用者数が増加し
たが、引き続き鉄道、船舶等の
関係機関と連携して、地域住
民の利用促進が進む取組みが
必要である。

高齢者の利用が多いため、若
年層にもっと利用してもらえる
よう、町のイベントなどでう・ら・
らのＰＲをより積極的に行って
いくとともに、利便性を高める
施策を実施していく必要があ
る。
また、数年後には小学生の通
学利用が減っていく可能性が
高いため、通学利用者以外の
住民の利用促進を図っていく
必要がある。

17.4

12.4

16.3

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

49

う・ら・ら(平
池台・長寿
線)

平池台～長寿
医療センター

目標：82,958
実績：87,280（105.2％）
※前年度比104.2％

公共交通検索サービスの
導入や企画乗車券（10円
バス）の導入などの利用
促進策の効果があったと
考えている。

21.0

沿線市が運行するバスの
時刻表に横須賀線の情報
を掲載し広く周知を図っ
た。
また、東海市では公共交
通を利用してめぐるモデル
コースに横須賀線を利用
し、市外へ出掛けるコース
を掲載し、配布した。

補助対象期間の開始日か
ら、運休や大幅な遅延は
なく、所定の事業計画どお
りの運行が実施された。

町を跨ぐ利用者は、月平均3,765人
で全体の68％を占めており、広域
的な路線の役割を果たしていると考
えられる。
町境を超える病院への通院や鉄道
駅（河和駅）の利用が多い。

《地域的・フィーダー的系統》
（南知多町）海っ子バス（西海岸線）

5.4

15.9

目標：89,600
実績：90,520（101.0％）
※前年度比101.8％

目標を達成したものの、
H29年度と比べて約20％
利用者数が減少しており、
通勤・通学・観光に対する
利便性の向上を図る必要
がある。

37.2

41.543.0

18.9

14.8

3.4

利用者の約５人に１人が市町を跨
いでの利用となっており、広域的な
路線の役割を果たしていると考えら
れる。
主に大府市にある長寿医療研究セ
ンターや農協関連複合施設（げんき
の郷）の利用に使われている。

《広域的・幹線的系統》
知多乗合（東ヶ丘団地線、大府循
環線）

78.3 79.0

大府市、東海市ともに高等学校近く
に停留所があることや、鉄道駅を結
ぶことによる通勤・通学利用者が多
い。また、所轄の警察署まで行く手
段でもある。

《地域的・フィーダー的系統》
知多乗合（大府線）、東海市循環バ
ス、大府市循環バス

15.6

24.3

目標：63,261
実績：61,378（97.0％）
※前年度比98.3％

小学生の通学利用者が目
標設定時の想定より少な
かったことが主な要因と考
えられる。

30.2 31.8

公共交通検索サービスを導
入することで、利用者の利
便性を高めた。また、企画
乗車券（10円バス）を導入
することで、若年層に対する
う・ら・らの周知と利用促進
を図った。また、町内の保育
園・幼稚園での乗り方教室
の実施や、保育園や児童館
と協力して、ハロウィンバス
やクリスマスバスなどを運
行し利用促進を図った。

45.5 47.3

48.3

目標：80,700
実績：81,461（100.9％）
※前年度比113.2％

人口減・少子化等の影響
による減少分を補うため、
観光客の取込み等の利用
促進施策を引き続き行う。

目標：56,560
実績：87,009（153.8％）
※前年度比102.1％

各主要指標について前年
から増加し、年間利用者
数が目標を大きく上回っ
た。

16.9

34.4

19.3

34.5

3.2

3.9

東海市・大府市・知多乗合株式
会社の三者が連携し、利用促
進に向けた取り組みが必要で
あるため、引き続き、沿線市も
協力してPR活動を継続する。

2.0

4.5

4.8

河和駅～師崎
港

運営主体と沿線の南知多
町と連携しＨＰ等に時刻表
を掲載するとともに、町内
で開催したタウンミーティ
ングでの意見等の情報を
共有した。また、通学定期
券の販売や町民感謝デー
を実施する等の取組みを
した。

師崎港～河和
駅

ホームページ、広報誌を
活用したＰＲ、時刻表の掲
載、企画切符、無料デー
等を実施するとともに、沿
線町営バスとの乗り換え
案内など公共交通利用の
呼びかけを住民に行っ
た。

東ヶ丘集会所
～長寿医療セ
ンター

公共交通検索サービスを導
入することで、利用者の利
便性を高めた。また、企画
乗車券（10円バス）を導入
することで、若年層に対する
う・ら・らの周知と利用促進
を図った。
また、町内の保育園・幼稚
園での乗り方教室の実施
や、保育園や児童館と協力
して、ハロウィンバスやクリ
スマスバスなどを運行し利
用促進を図った。

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

42

横須賀(Ａ)

大府駅前～尾
張横須賀駅

48

う・ら・ら
(東ヶ丘・長
寿線)

60

海っ子バス
(豊浜線)

事業計画どおり運行回数
が確保されている。

41

師崎

東
浦
町

大
興
タ
ク
シ
ー

㈱

大
興
タ
ク
シ
ー

㈱

東
浦
町

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

知
多
乗
合
㈱

レ
ス
ク
ル
㈱

南
知
多
町

町を跨ぐ利用者は、月平均5,800人
で全体の61％を占めており、広域
的な路線の役割を果たしていると考
えられる。大部分は、鉄道駅（河和
駅）の利用や通院・通学、沿線の総
合病院への通院と考えられる。知
多南部地区の重要な公共交通手段
の一つである。

《地域的・フィーダー的系統》
（南知多町）海っ子バス（西海岸線）

南知多町では、利用者等か
ら、希望している利用内容等の
意見を聞き、利用状況等を勘
案して意見交換などを行い、バ
ス会社側の状況等も理解して
いただきながら、運行ダイヤ等
の設定を行い、利用促進を図
る。
美浜町の自主運行バスの見直
しの時期に合わせて、乗継利
便性の向上など検討を進めて
いきたいと考えている。
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Ａ
Ｂ
Ｃ

C

Ａ ➝

B ➝

C ➝

Ａ ➝

B 1 ➝

B 2 ➝

C ➝

令和元年度補助系統別事業評価票（横須賀（Ａ）線）

１．補助系統の概要(△)

系統名 運営主体 運行事業者 区間 キロ程 運行回数 関係市町村
大府市・東海市

細
系
統

km 回

横須賀（Ａ） 知多乗合(株) 知多乗合(株) 大府駅前・尾張横須賀駅 8.2km 12.4回

km 回

※ 「細系統」には、補助上同一系統とみなされている系統について、系統ごとの情報を記載(系統名、区間は他の系統と違いが分かるよう記載)

接続の状況(△□) 模式図(△□)

km

＜接続する系統＞

東海旅客鉄道東海道本線・武豊線
名古屋鉄道常滑線
名古屋鉄道河和線

＜接続される系統＞

知多乗合大府線
東海市循環バス
大府市循環バス

２．R1年度の運行状況

事業実施の適切性 評価の基準

回

《参考数値》　　主要指標の推移(△)
計画どおり運行されたか(△) 事業計画どおりの運行回数が確

保されている場合 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度
評価

87,009

Ａ

事業計画どおり運行回数が確保さ
れている

車両故障等運行事業者の責にす
べき事由により、運休（一部区間
の運休を含む）が生じた場合

平均乗車密度（実績） 3.8 3.2 3.0 3.8 3.9

計画どおりか。そうでない場合は理由
年間利用者数【人】 79,800 72,032 65,561 85,243

79.0%

目標・効果達成状況

評価 目標の達成状況(△) 運営主体の所見、理由分析、認識(△) 市町村の所見、理由分析、認識(□)

系統廃止に至る場合

収支率（実績） 59.9% 78.3%

輸送量（実績） 47.1 39.6 37.2 47.1 48.3

市町村の所見、理由分析、認識(□) 市町村の所見、理由分析、認識(□)評価の基準

市町村名： 東海市 市町村名：年間目標利用者数を達成できた場合

各主要指標とも前年度から順調に増加している。
今後も、継続的な利用促進策を図る必要がある。

A

目標 73,000   前年と比べ多少増加傾向となった。目標の数値にも達
成し目標比の119.1％であった。今後もより一層、利用促
進を図る必要がある。

市町村名： 大府市

結果 87,009 各主要指標について前年から増加し、年間利用者数が
目標を大きく上回っているが、地域間幹線系統路線として
の重要な公共交通サービスを維持していくため、利用促
進策等の継続した取組が必要である

特
記
事
項

年間目標利用者数は達成できなかったもの
の、目標の75％以上の利用があった場合

年間目標利用者数は達成できなかったもの
の、目標の50％以上の利用があった場合

年間利用者数が目標の半数に満たなかった
場合

複数市町村を跨ぐ系統としての役割
指標(市町村を跨いでの利用) 利用状況及び所見(△) 住民の利用状況(□) 住民の利用状況(□) 住民の利用状況(□)

市町村名： 東海市 市町村名：

《参考数値・情報》　その他、運行改善や利用促進に参考となる数値・情報

運営主体《断面輸送量、競合系統合算断面輸送量、主な停留所乗降者数等》(△) 沿線市町村《沿線の状況等、すべての沿線市町村一括記載》(□）

大府駅前：およそ150人/日
尾張横須賀駅：およそ50人/日
市町境の断面輸送量は上記のとおり

JR大府駅乗車数（国交省H29年都市計画現況調査結果より）：14,129人/日
名古屋鉄道尾張横須賀駅利用者数(H30年度)： 2,006,335人※
名古屋鉄道高横須賀駅利用者数　 (H30年度)： 1,103,028人※
東海市循環バス 中ルート利用者数（Ｒ元年度）： 　146,730人
東海市循環バス 南ルート利用者数（Ｒ元年度）：   135,485人
大府市循環バス大府駅東・西乗車人数（Ｒ元年度）：　30,354人
※名古屋鉄道駅利用者数は会計年度（4月～3月）

大府市、東海市ともに高等
学校近くに停留所があるこ
とや、鉄道駅を結ぶことに
よる通勤・通学利用者が多
い。また、所轄の警察署ま
で行く手段でもある。

知多バス上野台線と共に、
東海市と大府市を結ぶ重
要な公共交通手段であり、
通勤・通学等の利用がみら
れる。

市町村を跨
ぐ

2,200 人/月
市境をまたぐ利用がおよそ4割あり、広域
的な路線の役割をはたしている。

市町村名： 大府市

全利用者に
占める率(△)

40.0 ％

特記
事項

資料4-2 （参考）

尾張横須賀駅

大府駅前

東
海
旅
客
鉄
道

東
海
道
本
線

名
鉄
常
滑
線

尾張横須賀

大府

東海市 大府市

武
豊
線

名
鉄
河
和
線

高横須賀

04-04 補助系統別調査票(横須賀A線).xlsx



市町村の取組(□)
東海市 市町村名：

３．R1年度の取組状況

直近の事業評価結果(△) 運営主体の取組(△) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□)

４．今後の課題

課題と認識している事項

運営主体(△) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□)

　相互利用促進のため、大府
市循環バスの路線図に横須
賀線への乗継ぎ箇所を明示
し、公共施設窓口及び市内
主要施設へ配布を行った。

東海市循環バスの時刻表に知多
バス横須賀線及び上野台線の時
刻を載せた総合時刻表を作成
し、窓口等で配布を行った。ま
た、公共交通を利用してめぐる東
海市のモデルコースに横須賀線
を利用し、市外へ出掛けるコース
を掲載し、配布した。

改善点とした事項(△)

ホームページ、広報誌を活
用したＰＲ、時刻表の掲載
等

関係者の連携等(△□) そ
の
他
の

取
組

沿線施設等への路線周知等を
行い、施設利用者のバス利用
促進に努めた。

Ｂ 事
業
評
価
を
踏

ま
え
た
取
組

　沿線自治体と連絡し、広報等
に路線時刻表を掲載する等の
取組みを展開した。

市町村名： 大府市 市町村名：

５．今後の取組

課題に対応した取組、その他の利便性の向上、利用促進の取組

取組時期 運営主体の取組(△) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□) 市町村の取組(□)

大府市循環バス・東海市循環バス・知
多乗合株式会社路線バス等の相互利
用促進に向けた取り組みが必要であ
る。

東海市・大府市・知多乗合株式会社の
三者が連携し、利用促進に向けた取り
組みが必要である。

利用者の減少傾向であることから、沿
線自治体と連携する等して幅広い利
用促進の取組みが必要。

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市 市町村名：

市町村名：
横須賀線のPR活動を継続するとと
もに、路線バスにおける利用者増
加策を三者で模索する。

引き続き路線バスの時刻表を掲載
した総合時刻表及びモデルケース
パンフレットの配布を行っていく。
また、路線バスにおける利用者増
加策を三者で模索する。

注. 評価にＢ、Ｃがある系統（市町村にあっては、目標の達成状況に関しての評価がＢ、Ｃ）、又は平均乗車密度が3.0を下回る系統については、具体的な取組
内容と収支率の目標値を記載すること。

R2年度、
R3年度に
行う取組

わかりやすく、利用しやすいダイヤ
設定とその周知

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市

６．地域公共交通網形成計画に記載した補助系統の目標と評価

沿線市町村(□) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□)

目標

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市

７.補助系統に接続するフィーダー系統の利用・接続状況

沿線市町村(□) 沿線市町村(□) 沿線市町村(□)

市町村名：
未策定（策定作業中） 平成２６年度の利用者数の水準を維持

（市内路線バス利用者数：367,000人/年）
（横須賀（Ａ）線利用者数： 53,996人/年）

自己評価

目標としている利用者数を上回っているもの
の、東海市内の乗降客数は多くないため、利用
促進に向けた取り組みを継続する必要がある。

大府市循環バス東コース乗車人数（Ｒ元年度）：
32,026人
大府市循環バス西コース乗車人数（Ｒ元年度）：
38,368人
大府市循環バス南コース乗車人数（Ｒ元年度）：
39,536人
大府市循環バス中央コース乗車人数（Ｒ元年度）：
49,334人

東海市循環バス 中ルート利用者数（Ｒ元年度）：
146,730人
東海市循環バス 南ルート利用者数（Ｒ元年度）：
135,485人

通信欄 （この欄は関係者間で付記したいことや特記事項がある場合に利用する。県バス対策協議会事務局からの依頼事項についても記載する。）

市町村名： 大府市 市町村名： 東海市 市町村名：

※適宜、セルの結合を変えて利用してください

04-04 補助系統別調査票(横須賀A線).xlsx



東海市地域公共交通会議

1

平成２２年２月１７日設置

フィーダー系統 平成３０年６月２９日 確保維持計画策定等

令和元年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式1



1.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 2

【地域特性】
市内には、名古屋駅と中部国際空港を連絡する名

鉄常滑線と、太田川駅と知多半島の南端を連絡する
名鉄河和線により、南北の公共交通基幹軸が、隣接
する大府市と太田川駅を連絡する独自路線バス（上
野台線・横須賀線）により、東西の公共交通基幹軸
が形成されている。
また、市内の各拠点及び公共施設や住宅地域を結

びながら東西・南北の公共交通基幹軸を地域的に補
完し、地域内フィーダー交通という形で、循環バス
による市内の生活交通ネットワークが形成されてい
る。

【東海市地域公共交通網形成計画の目標及び期間】
目標：①地域の骨格を形成する公共交通の構築

②だれもが利用しやすい交通環境の構築
③公共交通間の連携強化
④まちづくりと連携した公共交通体系の構築
⑤環境や健康に配慮して、
かしこく公共交通を使う

⑥地域で支える公共交通
⑦公共交通を使った高齢者の外出促進
⑧公共交通を使った観光や買い物での
交流人口の拡大

計画の期間：平成２８年度～令和５年度の８年間



2.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 3

【主な取り組み】

１．地域からの意見聴取結果を精査した、路線等の改正案の検討
・東海市地域公共交通会議を４回開催し、利便性の向上等を目的と
した改正案の協議を行った

２．小学生を対象としたモビリティ・マネジメントの実施
・バス事業者と協力し、市内小学校（２校）を対象にバスに親しむ
機会の創生のため、バスの乗り方教室を実施した

３．免許証自主返納者に循環バス回数券やタクシー利用助成券を配布
・高齢者運転免許証自主返納推進策として、循環バス回数券やタク
シー利用助成券を配布し、運転免許証返納後の足の確保だけでなく、
循環バスやタクシーの利用促進にも寄与している

４．「公共交通おでかけマップ」の配布
・「総合時刻表」とともに、「公共交通お出かけマップ」を市の窓口
や太田川駅前の観光案内所等で配布し、公共交通機関の利用促進に
努めた

５．大府市循環バスとバス停を共同利用
・大府市循環バスの東海市内への乗り入れに際し、らんらんバスの
バス停を共同利用した

乗り方教室

回数券と助成券

おでかけマップ



43.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

【網形成計画における評価に係る事項】

成果指標 平成30年度目標値 平成30年度現況値 達成状況

市内鉄道乗降客数 45,500人/日 54,077人/日 達 成

市内路線バス利用者数 367,000人/年 281,000人/年 未達成

らんらんバス利用者数 350,000人/年 439,172人/年 達 成

買い物、通勤、通学などの日常生活の
移動がしやすいと思う人の割合

60.1％ 60.5％ 達 成

◆目標達成状況に対する考察と今後の方針

成果指標達成項目

考察
・高齢者循環バス利用促進事業により、らんらんバス利用者は増え続けている
・らんらんバス利用者の多くは鉄道駅で乗降しており、利用者増加の相乗効果があった

方針
・次年度実施予定のＧＴＦＳ－ＪＰ化や、ネットワークを利用したバスロケの導入で
利便性を向上させ、特に通勤・通学での利用増を図る

成果指標未達成項目

考察
・上野台線の利用者数が減少
・横須賀線の利用者は増えているが、東海市内の移動での利用者は非常に少ない

方針
・路線バス沿線でのＭＭを実施する際にＰＲを強化する
・路線バスは運転手不足等により、計画策定時と比べ減便しているため、目標の修正
（下方修正）を検討する



・らんらんバスの課題解決に向けたダイヤ改正を、令和2年10月に実施する
・令和2年6月頃から、ダイヤ改正内容の説明会を複数回予定し、地域住民への周知
を図る。また、併せて高齢者向けのＭＭを実施する

・令和2年4月から、65～74歳の運転免許証自主返納者を対象に、らんらんバス無料
乗車証を発行し、利用促進と高齢者の交通安全対策（運転免許証自主返納促進）の
実施を予定している

4.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 5

課題 対応方針

・上野台バス停から、大府市循環バスへ
の乗り継ぎができることを、東海市内
でもＰＲする

・来年度実施を予定している循環バスの
乗り方教室等、地域や高齢者に対する
ＭＭを実施する際に、路線バスの利用
についてもＰＲする

１．路線バスの利用者減少
・路線バスは、全体として利用者が
減少

・運転手不足を背景とした減便も、
利用者減少の一因

・定時運行が困難となっている時間帯に
おいては、所要時間を延ばす等の調整
を実施

・利用者の少ない朝夕の時間帯について
は、通勤・通学者の利用を目的とした
改定を実施

２．利用者増による遅延の発生
・らんらんバスの利用者は増加して
いるが、乗降時間の増加で遅延が
発生

・高齢利用者の立ち席利用の増加に
より、転倒事故等も懸念される

対応方針の実現に向けた取り組み



東海市地域公共交通会議

6

平成２２年２月１７日設置

フィーダー系統 平成２５年６月２８日 確保維持計画策定等

令和元年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（経緯）

中部様式2



1.直近の第三者評価の活用・対応状況 7

直近の第三者評価委員会
における事業評価結果

事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

高齢者に対し、生涯学習講
座を利用してモビリティ・マ
ネジメントを実施したことを
評価する。今後は外出促進や
運転免許証返納につなげてい
くことを期待する。

７５歳以上の循環バス利用
者の増加や、運転免許証自主
返納者の増加から、外出促進
や運転免許証返納に一定の効
果があったと見受けられる。
（※）

福祉部局と連携し、高齢者
に対するモビリティ・マネジ
メントやダイヤ及びルート改
正の概要の説明を検討してい
く。

「公共交通おでかけマップ」
の配布により利用促進に努め
たことを評価する。

引き続き、「公共交通おで
かけマップ」の配布により公
共交通機関の利用促進に努め
た。

引き続き、「公共交通おで
かけマップ」の配布により公
共交通機関の利用促進に努め
る。ダイヤ及びルート改正時
の刷新については今後検討。

コミュニティバス路線等の
見直しに先立ち、地域の意見
を集め、問題や課題を分析し
たことを評価する。ダイヤ及
びルート改正に反映されるこ
とを期待する。

意見聴取の結果を精査しな
がら、令和元年度の地域公共
交通会議において、見直し案
を策定・検討している。

２０２０年１０月から新た
なダイヤ・ルートでの運行を
予定している。

※ 75歳以上高齢者無料乗車人数：H29年度 139,224人 H30年度 154,511人 R01年度(H31.4～R01.09) 85,463人

高齢者運転免許証自主返納支援事業利用人数：H29年度 210人 H30年度 204人 R01年度(H31.4～R01.12) 266人



2.アピールポイント 8

１．大府市循環バスとバス停を共同利用

・大府市循環バスの東海市内の『上野台』
バス停への乗り入れに際し、交通安全や
管理上の観点から、限られたスペースを
有効に利用するために、共同してバス停
を利用することとしたもの

・公共交通の乗り入れなどの広域連携は、
公共交通の相互アクセスが可能となり、
市民の利便性が向上し、また、接続する
知多バス「上野台線」の利用増加も期待
される

２．小学生を対象としたモビリティ・マネジメントの実施

・路線バスを利用したことがなく、乗降の
仕方を知らない児童が多数存在するめ、
知多乗合株式会社と協力し、バスの乗り
方教室を２回実施したもの
◇富木島小学校（1年生4クラス）
◇明倫小学校（2年生2クラス）

・バスに親しむとともに理解と関心を深め、
将来の利用者の増加につなげる

緑枠・・・東海市が利用
青枠・・・大府市が利用
※バス停の管理は東海市が実施


